






JEL classi¯cation: C22, C32, E41, E51



















































































































サプライ統計量に 4種、ベースマネーに 1種、銀行貸出に 1種、貨幣乗数に 4種を用いより包括的にデータを用


























第 7、8章では、第 6章とは対照的に、データをして経済構造を語らせるような推定法 (data-based estimation)





























モデルで表していく。すなわち非線形 VARモデルの一種である LST-VAR(Logistic Smooth Transition VAR)に
よる推定を経たうえで、第 7章と同じようにインパルス応答分析を行う。この手法により、経済環境の推移により
経済構造のパラメータが変わるストラクチュアリスト・ビューを VARモデル上で表すことが可能となる。
　分析結果から、貸出ショックによる各マクロ変数の大きな反応がインパルス応答により導かれた。一方、逆方向
からのショックには小幅な反応にとどまったり、あるいはほとんど反応を示さないという非対称な結果となった。
この構造で大きなファクターを占めるのがバンキングセクターであり、そのビヘイビア如何で実体経済に及ぼす影
響は非常に大きいということが、本章での実証分析から浮かび上がってきた。金融環境がスムーズに変遷移する
という環境の下で、時間的因果性は貨幣から実体経済だが、そうさせている原因は銀行貸出であることから、貨
幣の内生性および非中立性が導かれた。
第 9章
最後に第 9章ではまとめと今後の展望・課題を提示する。
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